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１. 仕 様                                                                                   

形 式 番 号        MC6-1024-2S43 

潤 滑 容 量         700 ～ 2000 BI (41cfm)                        

給  気  口          Rc 1/2                                     

ミクロンフォグ吐出口 Rc 2-1/2 (ユニオン接続)                             

給 気 圧 力          0.40 ～ 0.70 MPa 

作 動 圧 力 範 囲   0.05 ～ 0.35 MPa 

エ ア 消 費 量      

19.3 dm3/sec (ANR)  

作動圧力 0.13 MPa で 1000 BI 相当のリクラシファイヤを設

置した時                                                

油の推奨粘度範囲 ISO VG 150 ～ VG 680                        

油 槽 容 量          16.1 dm3 (実効容量 10.6 dm3)                         

定 格 電 圧         AC200V 50/60Hz､ 220 60Hz                 

消 費 電 力         2.5 KVA                                           

質      量 約 70 kg                                      

  

 (注 1) ANR: 標準状態における空気量を表す｡                                                    

                                                                                             

2. ミクロンルブ潤滑装置の主な構成機器とその働き                                              

   1) エアフィルタ: 形式番号 F4000－15－FM                                                   

      5μm エレメント､ 自動排水式､ メタルボウル､ Rc1/2 接続潤滑装置に供給されるエア           

      の除塵除水をします｡ 補集されたドレンは自動的に器外に排出されます｡ フィルタエ           

      レメント､ 器内は定期的な清掃が必要です｡                                                

                                                                                             

   2) 2 ポート電磁弁: 形式番号 MVS－2204JY-02                                                

      2 ポートパイロット形電磁弁、励磁通形、手動開閉装置付                                    

      AC200V/50Hz/60、220V 60Hz､ Rc1/2 接続                                                 

      この電磁弁は潤滑装置へのエア供給を電気的に ON、OFF します。                             

      また電磁弁本体に付属の開閉ねじにより手動で開閉することもできます。                     

          左に回しきる …… 電気的な OFF 状態 (エア供給停止)                               

          右に回しきる …… 電気的な ON 状態 (エア供給)                                    

            注意: この手動開閉装置は試験運転や電気的な トラブルの際使用するもので、             

                  通常は左に回し切った状態で固定しておきます｡                            

                                                                                             

   3) オイルリムーバルフィルタ: 部品番号 A00916                                              

     コアレッス形エレメント、自動排水式、メタルボウル、Rc1/2 サイズ                          

      エア中のオイルミストを除去してヒータやベンチュリノズルの汚損を防護します｡              

                                                                                             

   4) エアレギュレータ部: SK95023                                                            

     直動式レギュレータ、ノンリリーフ式                                                     

      作動エア圧力を調整します。ドライバー溝付調整ねじを用いて圧力に調整します｡              

      調整後はロックナットで調整ねじを固定します。                                           

      調整された圧力は圧力計(15)に表示されます。                                             

                                                                                             

   5) チェッキバルブ部:                                                                      

      油がエア／オイルヒータ部に逆流するのを防止します｡                                      

                                                                                             

   6) ミクロンルブオイラ部: SK95024-03                                                       

      潤滑容量: 1000BI                                                                       

      サイトドーム内に滴下した油にベンチュリノズルを介してミクロンフォグ粒子とし             

      ます。油量調整ニードル(7)で供給油量が調整できます｡                                            
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   8) リリーフバルブ: SK95212-04                                                             

      バネ負荷形リリーフ弁､ Rc1/2 接続                                                        

      油槽を高い圧力による破損から保護します｡                                                

      出荷時リリーフ設定圧は 0.04MPa です｡                                    

 

   9) マニホールド圧力スイッチ: 形式番号  SPS-5                                              

      上限マニホールド圧力用: 工場出荷時 15kPa に設定｡                          

      マニホールド圧力が上限値を超えると､ 電気的警報信号をだします｡                          

   

10) マニホールド圧力スイッチ: 形式番号  SPS-5                                              

      下限マニホールド圧力用: 工場出荷時 3kPa に設定｡                            

      マニホールド圧力が下限値以下になると電気的警報信号をだします｡                          

   

11) 温度計 (エア用): 01070                                                                 

      目盛範囲: 0 ～ 150℃                                                                     

      ミルロンルブオイラに供給されるエアの温度を表示します｡                                  

  

12) 温度計 (油温用): 01070                                                                 

      目盛範囲: 0 ～ 150℃                                                                     

      ミクロンルブオイラに供給される油槽内油の温度を表示します｡                              

  

13) オイルレベルスイッチ: SK95212-03                                                       

      オイルレベル異常 (油量過剰、油量不足) 信号及び自動給油信号を出力します。               

      1. 油面下限信号 ･･････････ 油面が下限位置まで下降して接点閉                            

      2. 自動給油開始信号 ･･････ 油面が下降してきて接点閉                                    

      3. 自動給油停止信号 ･･････ 油面が上昇してきて接点閉                                    

      4. 油面上限信号 ･･･････････油面が上昇してきて接点閉                                    

       

 接点容量 最大使用電圧 最大使用電流 耐電圧 

AC 50VA 200V 0.5A 280V 

DC 50W 200V 0.5A 400V 

                                                                                             

 14) 油面計: 05675-03                                                                       

     油槽内の油量を表示します。上限油面位置を越えて油を入れ過ぎると､                        

      ミクロンルブオイラの機能が損なわれます。                                               

      注意: 油は入れ過ぎないでください｡                                                      

   

15) 圧力計(設定作動圧力用)                                                                 

      目盛範囲: 0 ～ 0.4MPa                                         

       エアレギュレータ部(4)による調整圧力を表示します｡ この圧力は､                          

      ミクロンルブオイラ (6) の作動圧力です｡                                                 

   

16) 圧力計(マニホールド圧力用)                                                             

      目盛範囲: 0 ～ 30kPa                                                                  

      マニホールド圧力を表示します｡ この圧力計は                                             

      圧力計保護用 3 方弁(20)を切換えてその指示を読み取ります｡                                

  

17) エア/オイルヒータ: SK95212-01                                                          

     消費電力: 2kVA                                                                         

      作動エアを加温します。本体ブロックの下側に取付けられ油槽内に差し込まれています。           

       油はケースを通して､ 間接的に温められるエア/オイルヒータの温度調整はサーマルコン             

      トローラの温度調整ツマミで調整します。                                     

                                                                                             

일
본
TAC
O
 한
국
대
리
점
 태
광
유
공
압



 

ＴＡＣＯ ＣＯ., ＬＴＤ. 5 

                                                                                             

  18) サーミスタ: 01021                                                                      

      ミクロンルブオイラに供給されるエア温度を検出して､ エア/オイルヒータの                  

      出力制御に使用されます｡                                                                

                                                                                             

  19) 配電箱                                                                                 

      電気部品はすべてこの配電箱内の端子台に結線されています｡                                

      エア/オイルヒータ調整用サーマルコントローラも内蔵されています｡                         

 

 20) 圧力計読取り用３方弁: 05035-19                                                         

     通常は、マニホールド圧力用圧力計への通路を遮断しています｡ マニホールド                 

      圧力を確認するときは､ 押ぼたんを押して圧力を読取ります。                               

                                                                                             

                                                                                             

3. 取付け                                                                                    

  3-1 取 付                                                                                 

       ミクロンルブ噴霧潤滑装置は水平にしっかりと固定します。点検.調整.油の補給が            

      容易にできる所に取付けてください。                                                   

  3-2 給 気                                                                                 

     エア供給口 (Rc1/2) に清潔なパイプを接続して、清浄なエアを供給します。                 

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                   

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                             

 3-3 ミクロンフォグ吐出口                                                                   

       潤滑装置の右後部に立上っています。接続は付属のユニオン(Rc2-1/2)で行います｡              

       清潔なパイプで正しい配管をしてください。(TACO テクニカルレポート No.3、 

 No.32 を参照)                                                                                 

 3-4 ドレンライン                                                                           

       エア供給側に取付けられているエアフィルタおよびオイルリムーバルフィルタのド            

       レンポート(Rc1/8)に配管を行ないドレンを適当な所へ導いて排水してください。             

       ボウルには配管歪、機械の振動などによる無理な力がかからないように注意してく            

      ださい。ドレンは自動排水しますから､ 管端は開放としておいてください。                   

  3-5 自動給油回路の設置                                                                     

      自動給油機器は噴霧潤滑装置の背面に取付けられております｡                                

      グローブバルブ､ Ｙ形ストレーナ、2方向電磁弁､ 積算流量計で構成されています｡            

      オイルポンプから自動オイル供給ポートへの配管は耐圧 3.5MPa 以上の配管材料を            

      使用してください｡                                                                    

  3-6 電気結線                                                                               

      各電気機器部品は､ 右側の配電箱に電気回路図に従って結線されています｡                    

  3-7 初期手動給油                                                                           

      左側面の給油口を開いて油槽にきれいな油を入れてください｡ 油槽が空の場合､               

      15 ～ 17 dm3 の油を給油します｡ 油面は油槽前面の油面計に表示されますが､ 粘度の            

      高い油の場合､ 油面計に現れる油面変化は､ 油槽内の油面の動きより遅いので入れ過ぎ            

      ないよう充分注意して給油してください｡                                              
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4. 調整方法                                                                                  

  4－1 運転方法                                                                              

       配管､ 電気結線に不備がないことを確認後､ 次の要領で調整します｡                         

       1.  ミクロンルブ潤滑装置にエアを供給します｡ エア供給側にストップバルブを取            

          り付けてある場合はこれを開きます｡                                                  

       2.  ミクロンルブ潤滑装置の電源スイッチを入れ 2 ポート電磁弁を ON にします｡              

          電気制御の関係から 2 ポート電磁弁を ON にできない場合は､ 電磁弁本体の手動           

          開閉装置を開き(右にいっぱい回し切る)エアを導入します｡                              

                                                                                             

          注 1) 手動運転を行なう時､ エア/オイルヒータに給電できない場合は､ ミクロ           

                ンフォグの生成率が低下します｡ 手動運転は次の場合に限定して使用し            

                てください｡                                                                  

                ・エアレギュレータの作動圧力を設定する場合､ マニホールド圧力の変            

                  更を行なう場合､ 設定されている圧力を確認する時に使用します｡                

                ・2 ポート電磁弁用コイル断線時の応急処置として使用します｡                  

                  この場合､ エア/オイルヒータへの給電は正常であることを確認してくだ           

                  さい｡ エア/オイルヒータが ON できない場合は早急に対策を講じてくだ           

                  さい｡ これは応急処置ですから早急にコイル交換を行います｡                    

          注 2) 機械或はプラントが自動運転に入いる時は､ ２ポート電磁弁の手動開閉装置は            

                左にいっぱい回し切り、ロックナットで固定して動かない状態にしておきます。             

                 

  4－2 エア圧力の調整                                                                        

       エア供給２ポート電磁弁が開く（＝ON) と                                                

       エアはエアレギュレータに達します｡                                                     

       ロックナットを緩め､ 圧力計を見ながら調                                                

       整ねじを､ 低い圧力から希望する圧力にな                                                

       るようゆっくり操作します。『エアレギュ                                                

       レータ設定圧力と潤滑容量』のグラフを参                                                

       考にエアレギュレータを設定してください｡                                               

 

 エアレギュレータ設定圧力と潤滑容量の関係  
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        マニホールド圧力を基準にしてエアレギュレータを調整します｡ なおマニホー               

        ルド圧力は 3～15KPa の範囲内とします｡                               

        この範囲外ではマニホールド圧力異常となります｡                                        

        3～15KPa を超える設定が必要な場合､ 圧力スイッチの設定圧力を変更することが 

必要です｡  (8. マニホールド圧力スイッチの設定圧力の変更方法を参照してく 

ださい｡) エアレギュレータを所定の圧力に設定してもマニホールド圧力が希望の圧力

にならない場合、下記項目をチェックしてください。                                            

                                                                                             

            ・マニホールド配管からのエア漏れ                                                 

            ・ベンチュリノズルの目詰まり                                                     

            ・エアレギュレータの不具合                                                       

                                                                                             

 4－3 エア/オイルヒータの温度調整                                                            

      ・エア温度調整ねじの設定は、工場出荷時 70℃                                            

         に設定されています。周囲温度や使用油の粘                                            

         度に合わせてエア温度の設定を変更する場                                              

         合、配管箱内のサーマルコントローラの温度                                            

        調整ねじで調整できます｡                                                              

         低温警報(工場出荷時 50℃設定)、高温警報                                             

        (工場出荷時 85℃設定)は特別な場合以外は設                                            

        定を変えないでください。                                                             

         なお、サーマルコントローラの温度目盛りは                                            

         調整の際の目安として利用します。正確には ・調整方法                                 

        エア温度計(11)で確かめてください。          エア温度調整ねじはドライバ溝             

         エア温度計は電源投入後 30 分から１時間後､   の白印の側を希望温度目盛に合             

        安定した温度を確認してください｡             わせます。                               

                                                                                             

                                                                                              

     エア/オイルヒータの温度設定                                                              

低温警報   温度設定値    高温警報 

   50±5℃        70±5℃         85±5℃ 

▼              ▼               ▼              

ALARM 

ON 

ALARM 

OFF 

ALARM 

ON 

サーマルコント

ローラ温度設定

AIR HEATER ON AIR HEATER OFF 

 

      (注意) 運転開始時の周囲温度とエア/オイルヒータ                                         

             周囲温度が低く､ サーミスタ部が 0℃以下では､ サーマルコントローラは             

             サーミスタが断線していると判断し､ エア/オイルヒータが ON しない場合             

             があります｡ この場合､ サーミスタ部 ⑱をランプ等で加温し､ 0℃以上に             

             にしてください｡                                                                 

                                                                                             

 4－4 給油量の調整                                                                         

        ・油量調整ねじの調整                                                                 

          運転開始時は油量調整ねじを全開にして最大油量でご利用ください。運転開始後 30 分

以上経てからサイトドームでの油の流下が連続的な状態を維持できる範囲で調整ねじ

を調整します｡ (調整ねじは全閉にしても､ 最少限の流下油量が確保されるようにな

っています｡)                                                                             
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・給油量の調整方法                                                                   

          1. 油量調整ねじによる調整                                                          

             時計方向に回す ……･･ 吐出油量減少                                              

             反時計方向に回す …… 吐出油量増加                                              

          2. エアレギュレータにより調整をする｡                                               

             作動圧力を下げる｡ ････ 吐出油量減少                                             

             作動圧力を上げる｡ ････ 吐出油量増加                                             

             エアレギュレータの設定圧力変更の際､ マニホールド圧力は必ず 3 ～ 15kPa の                

             範囲内に保ってください｡                             

          3. エア/オイルヒータの温度変更による調整                                           

             設定温度を上げる …… 吐出油量増加                                              

             設定温度を下げる …… 吐出油量減少                                              

                                                                                             

        ・ 吐出油量は油槽右側の油面計の変化で確認できます｡ 油面位置 1cm の低下で              

           約 857cm３ の油が吐出されます｡                                                        

        ・サイトドーム内では安定して連続流となって油が供給されているかどうか、油量に             

          極端な変化がないかどうかを確認できます｡                                        

                                                                                             

5. 給 油                                                                                     

   ミクロンルブ噴霧潤滑装置の油槽には自動給油信号がとりだせるオイルレベルスイッチが              

   組み込んであります｡                                                                   

                                                                                             

 5－1 運転中の給油                                                                          

    1) 自動給油の場合                                                                      

         オイルレベルスイッチの給油信号が自動給油回路を作動して､ 油槽内の油量                

         を一定範囲内に保ちます｡                                                             

                                  自動給油の信号油量                                         

油槽内残油量 5.5 dm3   9.0 dm3     9.8 dm3   16.1 dm3  
油    量 

有効残油量 3.3 dm3   6.8 dm3     7.6 dm3    13.9 dm3  

油量上限警報                 ALARM OFF ALARM ON

油量下限警報 ALARM ON ALARM OFF 

自動給油 2方電磁弁 ON        OFF               

  注)上記有効残油量は、概略値です。                                            

     油面計の表示油量銘板は有効残油量を示します｡ 

                                                   

 

2) 手動給油の場合                                                                      

 ・自動給油信号によらず、手動給油する場合、下記の手順で給油します。                  

   1. 運転を一時停止してオイルを補給します。                                         

      なるべく始業前あるいは終業後にオイルを                                         

      補給してください。                                                             

 2. 給気源のグローブバルブを閉じます。                                             

      このまま１分放置し油槽内圧力が無くなる                                         

      のを待ちます。その後手動給油口を開いて                                         

      給油します。                                                                   

                                                                                             

 3) 給油後は必ず手動給油口を完全に閉じ、給気源                                          

    のグローブバルブを開きます。一度エアの流れ                                          

    を止めるとミクロンフォグの吐出状態が変わる                                          

    ことがあります。運転再開時サイトドームで、                                          

    ベンチュリノズルに供給される油量に大きな変                                          

    動がないことを確かめてください。                                                    
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    (注) 粘度の高いオイルの場合､ 油面計では緩慢な油面変化を示すので、入れ過ぎないよう               

         十分注意して給油します。オイルを入れ過ぎた場合は、油槽底部にあるオイルドレン               

         ポートから余分なオイルを抜いて上限レベル以下にします。                                     

  

・圧力、油温等が定常運転時の圧力、油温になった時、ミクロンフォグの生成、吐出状況を

確認します。                                                                      

1) 潤滑油がサイトドームを通りベンチュリーに供給されているのを確認する。 

2) マニホールド圧力を確認する。   

3) マニホールド末端の分岐部を外して、ミクロンフォグが流れ出ることを確認する。ミ

クロンフォグが煙のように流れ出ることが確認されたら、分岐部を接いで最終的な圧

力確認を行ないます。                                                                     

                                                                                       

6. 作動の概要                                                                                

        ・電源を ON するとエア供給ラインの２ポート電磁弁が ON となりミクロンルブ噴霧潤滑装に

エアを供給します。マニホールド圧力が正常の範囲内にあるとエア/オイルヒータも ON と

なり、供給されたエアは加温室で温められてミクロンルブオイラ(ベンチュリノズル)に向か

います。                                                                             

  ・エアオイルヒータは、オイルタンク内のオイルも同時に加温します。                         

    オイルの粘度が下がり、オイルのミクロンフォグ化がより容易に行なわれるようになります。             

  ・オイルがベンチュリノズルに送られている様子は、ミクロンルブオイラ頭部のサイトドーム

で見ることができます。オイルはベンチュリノズルを通るとき、エアジェットで粉砕されて

小さなオイルの粒子ミクロンフォグとなります。大きな重いフォグはそのまま沈下してオイ

ルタンク内に戻り、2 ミクロン以下の軽い小さなフォグだけがエアの流れに乗って各潤滑点

へ運ばれます。                                                                            

  ・各潤滑点にはリクラシファイヤと呼ばれるノズルが設置されていて、ここでの凝縮作用でミ

クロンフォグは摩擦面に付着し易い性状に変えられます。 ミクロンフォグは軽く小さいので

途中、管壁での沈澱付着もなく遠く離れた潤滑点まで搬送されます｡潤滑のため､ リクラシフ

ァイヤが粒子形状を大きく成長させ、摩擦面に付着し易い性状にして吹き付けます。                    

  ・警報あるいは信号はマニホールド圧力、オイルレベル、エア温度が下記の情況の時にでます。            

    警報信号は別置の集中操作パネルに導いて利用できます｡                          

  ・警報遅延タイマは、電源を “ON" にして運転を開始した後、空気温度とマニホールド圧力が

定常状態に達するまで警報回路の信号を “OFF" しておくものです。使用条件に応じて最適

時間を設定してください。                                                                       

       

  ・マニホールド圧力の警報                                                                 

マニホールド圧力 高 警報 マニホールド圧力スイッチの上限設定圧力以上になった時

マニホールド圧力 低 警報 マニホールド圧力スイッチの下限設定圧力以下になった時

・オイルレベルの警報                                                                     

油量過剰 警報 油量が油槽の上限レベルを越えた時 

自動給油の開始/停止   信号 自動給油用 2 方電磁弁に与える ON, OFF 信号             

油量不足    警報 油槽の下限レベル以下に油量が低下した時                

 ・エア温度の警報  

エア温度  低 警報 エア温度が 50℃以下になった場合 

      (注意) 警報が出た時はただちにその原因を取り除いてください｡                             
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7. 警報への対処                                                                            

 

     現   象             原   因              対   策          

 

7－1 マニホールド圧力の異常   1.マニホールド配管にドレン ・立ち上がり部は、特にたまり      

                               が溜まって､ 絞られている   易いため、ドレン抜きを設け 

                                                           て定期的に除去してください 

                                                                                           

                                                                                      

                                                                                      

  マニホールド圧力が異常 

 に高い                                                            

                                                                                

                                                                                      

                                                                                      

                              2. リクラシファイヤ(ノズル)  ・ノズルを交換するかノズル穴 

                                 の目詰まり:               を洗浄し、ゴミやカーボン等       

                                 ・配管施工時のゴミ等の混   を完全に取り除いてください 

                                   入                                                      

                                 ・カーボン等沈着                                          

                                                                                          

                              3. エアレギュレータ (4)の    ・設定圧力(作動圧力･マニホー      

                               設定不良｡                  ルド圧力)を確かめ再設定し     

                                                            てください｡                     

                                                                                           

                              4. 配管施工時のゴミ等の混入  ・再設定が不可の場合             

                               によるノズルの目詰まり    エアレギュレータ部を点検す      

                                                           る｡                             

                              5. マニホールド配管のエア漏  エア漏れの原因を取り除いて      

  マニホールド圧力が異常に       れ                         ください｡                       

  低い                                                                                     

                              ・ねじ込み部のゆるみ                                   

                              ・溶接部の漏れ                                         

  イ) 元圧が充分ある場合      ・ドレンバルブの閉め忘れ等                             

      0.4MPa                                                               

                              6. リクラシファイヤの欠落    ・リクラシファイヤを組み付け 

                                                            る                         

                                                                                           

                              7. エアレギュレータ部の      ・設定圧力(作動圧力､ マニ        

                               設定不良                   ホールド圧力)を確かめ再設      

                                                            定してください｡                 

                                                           ・再設定が不可の場合              

                                                            エアレギュレータ部を点検   

する。                            

                                                           ・設定圧力は正常、マニホール      

                                                            ド圧力異常 ・ マニホールド      

                                                             配管異常､ ベンチュリノズ

ル不良 

                                                           ・2 ポート電磁弁を点検･保修      

                                                             する。                          

                              8. エア供給用２ポート電磁弁  ・コイル断線の場合は交換する。    

                               の作動不良                                               
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                              9. ベンチュリノズルの目詰ま  ・ベンチュリノズルを交換する      

                                 り                        …… 手順１を参照のこと    

                                                                                     

                             10.オイルリムーバルフィルタ   ・フィルタエレメントを交換し      

                                のエレメントの目詰まり     てください。   

 ロ) 供給圧力が不足している 11. エア供給側のグローブバル  ・グローブバルブを全開にして 

   時: 0.43MPa 以下             ブが完全に開かれていな      ください。                      

                                 い｡                                                       

                                                                                           

                             12. エア供給ラインのエアフィ  ・フィルタのエレメントを交換      

                                ルタの目詰まり            してください。                  

                                                                                      

                             13. 工場内のライン圧力が      ・工場ライン圧力を回復して       

                                 低い                      ください。                 

 

                             14.  圧力計特に(16)マニホー   ・圧力計を交換してください。      

 正常と感違いする圧力異常        ルド圧力用圧力計の狂い                                    

                                                                                           

                             15. マニホールド圧力スイッチ  ・各圧力設定値の再設定            

                               の設定値の変動                                            

                                                                                           

7－2 油槽内油量の異常         1. 油量過剰                  ・油槽内の余分な油は上限レベ      

                               (自動給油の場合)           ル以下にします｡                 

      油量過剰                 油の供給が止まらない      ・自動給油用２方電磁弁の交換      

      油量不足                                               が必要です｡                     

                                                                                           

                              2. オイルレベルスイッチの    ・オイルレベルスイッチを交換      

                                 作動不良                    してください｡                   

                                                                                          

                              3. 油量不足                  ・油量が下限レベル以下の場合      

                                                            油を補給してください｡           

                                                                                           

                              4. 自動給油ラインの油漏れ    ・油漏れを止めてください｡         

                                                                                      

 7－3 エア温度異常            1. サーマルコントローラ      ・各警報用温度及び設定温度を      

                               (THU)の各設定温度が変更    適正値へ変更｡              

                               されている｡                                          

                               例・設定温度が高温警報                               

                                 温度より高い｡                                    

                                                                                      

                (異常低温)    2. マニホールド空気量が少な  ・マニホールド圧力 低異常の 

                                 過ぎる｡マニホールド圧力   原因を取り除き､ 正常圧力状 

                                 低異常信号でエア/オイル   態へ復帰させてください。        

                                 ヒータは運転を停止しま                              

                                  す｡                                                      

                (異常低温)    3. エア/オイルヒータの作動   ・エア/オイルヒータを交換 

                                 不良                                                      

                                                                                           

                              4. サーミスタの作動不良      ・サーミスタを交換           
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5. サーマルコントローラ    ・サーマルコントローラ(THU)  

                               (THU)の作動不良           の交換 → TACO へ連絡して  

                                                        ください。                 

                                                                                      

 

 注意 : ここにリストアップした対策には、応急処置的なものも含まれております｡                 

         定期修理日等に必ず処置対策の再確認をしてください｡                                   

                                                                                             

 

 手順１: ベンチュリノズルの交換 

  取出し方 

  1.  止めねじ㍗ M4 を 3本ゆるめドーム押さえ㌍を取り出します。                               

  2. サイトドーム㌦、ドームガスケット㌣、Ｏリング㌫を外します。                              

  3.  サイトドーム内にドリップチューブ㍊とバッフル㌻があり､                                  

     共に取り出します。                                                                      

4. バッフルの下にベンチュリノズル㎜があります｡ 

    頭部に M6ねじが加工されてありますので M6ボルトを利用し                               

      上へ引抜きます｡                    

                                                                   

  組込み 

    取出しと逆の手順で行ないます。                                                           

    この時、ドリップチューブの差込み方は、オイルモニタ付の場合はオイルモニタの光軸上に             

    油が流下線が合う様に行なってください｡                                              

    また、作業を行なう時､ 軍手等の糸屑やゴミが混入し､ ベンチュリノズルの不良原因になら

ないよう充分注意してください。 
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8. マニホールド圧力スイッチの設定圧力の変更方法 

   圧力スイッチの動作圧力値は調整されていますが、                                                  

   都合により動作圧力値を変更する場合は下記の                                                  

   要領に従い調整してください｡                                                       

    (注: 必ず電源を切ってからカバーを外して                                                  

         ください)                                                                           

   1. 調整ねじ A を回すと､ 上限動作圧力値と                                                   

      下限動作圧力値との差(ディファレンシャ                                                  

      ル)そのままで両動作圧力値が移動します｡                                                     

      右へ回すと(指針は L側へ移動)動作値は                                                  

      下がり､左へ回すと(指針は H側へ移動し)                                                    

      動作値は上ります｡この時指針が目盛より                                                   

      はずれないよう注意してください｡                                                    

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                             

 

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                             

                                                                                             

  

 0  

   右回転(-)← 調整ねじ(A) → 左回転(+) 

 

 

  2.  調整ねじ B を回すと､ 下限動作圧力値は      端子の接続                                   

      そのままで上限動作圧力値のみ移動しま                                                  

      す｡ 右へ回すと上限動作圧力値は下がり､                                                  

      左へ回すと上ります｡ この時､ 接点間隙                                        

      は 0.5～1.2・より外れないようにしてく                                         

      ださい｡                                                                      

                                                                                             

                                                                                             

     

                                                                                         

                                                               

                                                    端子記号    スイッチ動作      

                                                    ①―②      圧力上昇にて OFF                   

                                                                 圧力降下にて ON              

                                                    ①―③       圧力上昇にて ON              

                                                                 圧力降下にて OFF                   

   

 

    0 

       右回転(-)← 調整ねじ(B) → 左回転(+) 

 

 

 3. 上・下限動作圧力値を任意の動作圧力値                       

    に調整する場合は先ず下限動作圧力値を                                                   

    1. の要領で合わせてから､次に上限動作                                                   

      圧力値を 2. の要領で合わせてください｡                                                  
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自動給油回路 
                                                                                           

◇ 自動給油回路構成機器仕様                                                                

                                                                                           

  オイルポンプ: DR110－A5                                                                

                                                                                           

   ・ 使用粘度範囲: Max. ISO VG 680 (不活性オイル専用)                                    

   ・ 使用温度範囲: 5 ～ 50℃                                                             

   ・ 作動圧力    : 0.40MPa          

   ・ オイル吐出量: 109cm3/1 サイクル (理論値)                                             

   ・ エア消費    : 570cm3/1 サイクル (理論値)                                             

   ・ 質 量     : 約 20kg                                                               

     ドラム缶に取り付けて使用します｡ ポンプ駆動のためにエアフィルタ、エアレギュレータ、             

     安全弁、および吐出油をミクロンルブ噴霧潤滑装置の油槽に導く OUT 側配管が必要です。          

     配管はゴムホースなどのフレキシブル配管としてください。           

                                                                                  

   自動給油ユニット 

                                                                                           

   ミクロンルブ噴霧潤滑装置の背後に設置済:                                                

            Y 形ストレーナ、ストレーナ清掃の際使用するストップバルブ、オイルレベルスイ

ッチの自動給油信号で作動する２方向電磁弁、積算流量計から構成されます。                  

                                                                                           

     23) グローブバルブ (Rc3/8): M20K－SG 3/8                                             

                                                                                           

     24) Y 形ストレーナ (Rc3/8): M20K－ST 3/8                                             

                                                                                           

     25) ２方向電磁弁 (Rc1/4,AC200V): 73216BN2MT00N0C111                                  

                                                                                           

     26) 積算流量計                                                                   

         ・  形式         : RE10LE01                                                       

         ・  接続口径     : Rc3/8                                                         

         ・  最高使用圧力 : 0.70MPa                                           

         ・  使用温度     : －10～＋55℃                                                   

         ・  最大表示     : 9999.99 dm3                                                      

         ・  最小目盛     : 0.01 dm3                                                        

   

                                                                                           

 ◇ 取扱い   

 オイルポンプ  

                    

オイルポンプの取付  

・ドラム缶の注入口 (2B) に、ポンプに付属の   

 バングアダプタを軽くねじこみ、ポンプを差  

   し込みます。ポンプのフートバルブ部とドラ 

   ム缶の底との間に 2～3cm の隙間を作ってか   

   ら、バングアダプタの蝶ねじでポンプを固定     

   します。エアフィルタ、エアレギュレータと   

   オイルポンプの管路にストップバルブを取り    

   付けておくと、エアレギュレータを操作せず､  

 簡単にエアの供給を止めることができます｡                                                          
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オイルポンプの運転 

・自動給油回路のエアレギュレータの調圧ノブを右に回し､ オイルポンプをゆっくり作動          

    させます。最初から圧力を上げて早い速度で作動させないでください。                

  ・自動給油回路の電磁弁が作動 (ON) していない時、オイルポンプは作動してしばらくすると、          

    OUT 側配管内にオイルが充満し、ポンプは自動的に停止します。                 

    ポンプがなかなか停止しない時は、ポンプ・ホース・配管などの接続部に漏れがないか点検

してください。                                                                       

 ・エアレギュレータの圧力を調整して、ポンプへ供給する駆動用空気圧力を調整します。          

    自動給油回路の電磁弁を作動 (ON) させて、オイルの吐出量、圧力が最適になる圧力に調整

してください。                                                                   

・定常運転時、自動給油用オイルレベルスイッチの                                        

    信号を受けて自動給油用の 2 方電磁弁が作動                                           

    (ON) すると、オイルポンプは自動的に作動を開                                        

    始し、電磁弁が停止 (OFF) するとオイルポンプ                                        

    も自動的に停止します。                                                              

  ・圧力設定後､ エアレギュレータは調圧ノブを固定                                        

    して設定圧力の変動を防止しておきます｡                                               

 ・保 守                                                                              

   ポンプの潤滑のため、エアモータ部に付いている                                        

    オイルカップに定期的に潤滑油を注入してください。                                                

    エアフィルタのフィルタエレメント、ボウルは定                                        

    期的に清掃してください。                    
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